
551．586

喘息発作予報用天気図 一秋・冬の部一一＊
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口

　1．すでに本誌に発表した小論（1）で，われわれは気

管：支喘息の発作が，特定の気圧配置の天気に結びっいて

いるらしいことを結論した．今回，国立東京第一病院二

宮分院（神奈川県中郡二宮町）の浅野知行氏等の熱心な

…資料蒐集により，同じ気象条件の下におかれた24～37名

の小児喘息患者の貴重なデータを利用することがでぎた

ので，この資料をできるだけ詳細に吟味してみた．1961

年9月～1962年2月にわたる各月のくわしい解析結果は

他の報告（2）にゆずることにして，ここでは気象学的

側面一とくに発作を気象条件から予報しようとする立

揚からの成果にっいてのべることにしよう．

　疾病の生起を気圧配置から予報しようという老えは，

もう少し正確にいうと，発病しやすい条件の予報である

ことはいうまでもあるまい．いくら発作の起りやすい気

狂配置が予報されても，人体の側における調節が完全に

行なわれるならば，気圧配置に対応した反応は起らない

、からである．したがって一人一人の患者の発作を予報す

るためには，各個人の病歴，その他にっいて知る心要が

，あるが，しかし患者の集体に対する外的条件の共通性を

知ることは，多くの患者を取扱う臨床医にとって役立っ

ばかりでなく，発病の誘因にっいて一っの示唆を与える

ものであろう．　　　　　一

　2．今回の調査の対象となった1961年9月～1962年2

．月の6カ月間に亘る，二宮分院における入院患者総数，

　　　　第1表　調査の対象となった患者集計

1962年

発作を起した人数は第1表の通りである．

　発作状況の時間的変化をみるために，ある日に発作を

起した患者の総数（T）の時間的経過をたどることにした．

この他に当日から発作の新らしくはじまった人数（B）の

時系列と，前日で発作の停止した患者の人数（A）の時

系列をっくり，また（B－A）の変化にっいても注目した・

1例として1961年10月のT，A，B，B－Aの系列を，こ

の月の気象要素と対照したものを第1図にかかげた．

1961年

55

50

25
20
’5

」O

o
OO

95

go

l28君

ゆ

8
6

4
2
0

6

4
2

0
－2

－4

－6

6

4
2
0

0
2－

4
6

8
4
層
0
・

気　温（C。1

又く、，＿．．／一へ　＿　一＼＿
．
4
調
弱
乃
2

0
5
0

降爪量（m㈱　　　　　　　　　　　／　　、’
1飾1鵬　閥π7ω　　紅D　　L5隠4抑1漁砿0α了随204σ0
　　　　　　脚
気圧（摺b）　　　　　ハ　↑　．

汽　唐岬　r　i　l
0
　
に
ン
0
君

　
　
8

　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　I　　　　　　　　　　置

　　　　　　　　　　i　　　　　l　　l　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　曇　　　　　　　　　　匹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　l

l96匪　　　　　・　　　：　1　／　l
　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　覧　　　　　　l　　　　　　　　　I
I234、5678910、II2β1博15161了旧192021、22232125126272829303hI
　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　ノ旨　　　　1　：　　　1
丁　　　／　　　　　　　　　　lI　　　　　　　　　　l　　　　　I　　　　　　　，
　　　　　　　　　　ゾ　　　　　　　　　l　　　　l　　　　　　l
　　　　　　　　　　I　　　　　　　：　　　I　　　　　l
　　　＿．　　　　　ノ　t　　　　　　．］　　　1

／＼バ＼／1　／口　・1

6

ノ　◇／▽募
　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　1　　　　　1　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　－　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　－
BrA　　　　　　　　　／・　　　　　　　　　1　　　　：　　　　　　1

∀』一／1バ／1△ll

月

9月

入院儲綴24－29

発攣観たい6

10月

26～27

11月卜2月

27～28 27～32

18い3い5

／月

30～36

2月

36～37

11い3

屯＊一Prognostic　Chartfor　the　Prediction　of　Asthma・

　ticSpasm．1962年4月11日の，生気候に関する研

　究会，および1962年5月30目の気象庁予報部気象
　研究会において発表．

昨＊JunkichrNemoto，気象庁長期予報管理官付
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　　第1図、1961年10月東京に於ける気象変　　、　1
　　　　　　化と喘、良発作（二宮）の変動

丁：日別発作患者合計，A：前日で発作の終った人数，
B：当日から発作のはじまった人数を示す．
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270 喘息発作予報用天気図

　ある1日をとって考えた揚合に，その日のAとBが，

共にかなり大きな値を示すならば，それは気象条件に対

する患者の反応に2っの型のあることを暗示するもので

あるが，第1図に見られる如くこのような変化はほとん

どなく，A，B両系列の極値はいっも1日位ずれている

のである．これは反応の型がおよそ1種類であることを

物語るものであり，このような場合にはB－A系列の変

動が外界の条件に対しての同時生起的反応の一っの目安

になるのである．丁系列だけでは，このような吟味に対

して不充分であることは，たとえばある特定の日にTの

値がいかに大きくても，それは前日からの持続としての

傾向もその中に含京れているので，その値が気象条件に

よるとは必ずしも言えいないからである．またある日に

A，Bが等しければ，その日のTは前日と同じであること

は当然であって，このような場合はいかにTが大きくて

も，ひとっの型としての気象条件はきめかねるのである。

　第1図を一目して明瞭なことは，T，B－Aなどが急

変している日として指定される10月13～14日，21～22日

25～26日および31～1日／10月は，いずれも気圧変動の

極大値付近で起っており，気圧の谷とは直接に結びっい

ていないことである．また降水の有無気温の高低とも

一対一の対応をしていないことは明らかであろう．

　そこでわれわれは10月中に指定される発作生起の急変

の行われた4例にっいて，その時の気圧配置の変化を天

気図により吟昧してみた．その結果は第2図に示した．

瞳．！．ん
＼嬬塁’霧郵
　　＼、’・』r3ヂ匹’祷

　　　　　　　　　　’　　　●・　　　1　　ピ
　　　1い　一一一
　　　　　　が

第2図　喘息発作同時生起の急変の現われ

　　　　た時の移動性高気圧経路

加は高気圧性循環の場合に起っていることが明瞭であ

り，高気圧型としては，先の報告（1）で明らかにした

VI型，1型の他に，新しく皿型として次のような揚合の

あることが明らかになった．（第3図参照）
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第3図秋・冬期喘息発作の増加を伴う
　　　　気圧配置型

　W型：本邦付近に南偏型高気圧がはり出してきて発作＝

がふえ，この高気圧の通過後，大陸方面からの冬の季節

風が吹き出して発作が急に減少する場合．

　各月のこれらの型の出現度数は第2表の通りである．

第2表　各月の高気
　圧型出現頻度

第3表各月の高気圧型出現頻『
　度（文献（1）より秋・冬の部分’

　を抄出したもの）

1961　9

　　10

　　11

　　12
1962

計

I　V［VK 恥型い皿皿Nvw
0　2　0

0　4　0

2　2　0

2　0　1

2　0　1

1　1　2

1957　9

　　10

195611

　　12
1957　1

　　　2

7　9　4 計

0　0　3　1　1　1

1　0　1　0　0　5

4　0　0　0　0　0

5　0　0　0　0　0

4　0　0　0　0　0

0　0　0　0　0　0

140　4　1　1　6

これを一見してわかる著しい特長は移動性高気圧が西方

から東日本に接近すると同時生起の回数が増加し，この

移動性高気圧の中心が本邦東方洋上にぬけると，急に発

作が同時に減少を示していることである．

　5．以上のような吟昧を1961年9月から62年2月まで

の秋・冬期にっいて行った結果，各月とも喘息発作の増
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　なお比較のため，報告（1）で求めたもののうちから，

秋冬各月の気圧配置型出現頻数を抄出したものを第3表・

に示した．これをみると1およびW型の月別出現傾向は

両者でかなりよく一致しており，これは前回の成果が気

圧配置の変遷の考慮の下に，さらに精密に実証されたこ

ととみられよう．

　4．以上の結果を実用的立場から老えると，これを利1

用して喘息発作予報用の天気図がっくれる．これを示し

たものが第4図である．医師はこのような天気図を座右

にそなえ，毎朝の新聞天気図等との比較によって，秋・

冬期における喘息発作の多くなる日，または急に減少す

る日が，ある程度見当がっけられるであろう．もちみ

ん，1でものべたように，これは一っの条件予報である

から，天気図がこのような経過をたどる時に，必ずしも．

、天気”9．8．
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例1．　揚子江方面からの高気圧のはり出す前に，
　　　沿海州方面より高気圧南下す．
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例2．　南偏型高気圧で風弱く，高気圧吹出して
　　　発作急減す．

　　発作増加　　　　　　　　　　発作急に減少
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例3．　典型的な移動性高気圧型

　　発作増加 発作急に減少
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例4．　移動性高気圧の分離が明瞭でない場合

　　　　第4図喘息発作予報用天気図

発作の増加または減少を伴うとは限らないが，この型以

外の時にはほとんど気象条件によると思われる反応はあ

らわれていないのである．ここに“ほとんど”と言った

のは第3表を見ると，9月，10月には，数は少ないが，

1，V［型以外の場合が現われているからであって，さら

に解析例が増加すれば，初秋には皿型のような気圧の

谷，または前線型の反応のあらわれてくることが考えら

れるからである．しかし秋，冬の場合は大勢からみて，

気圧の谷または前線型の場合がほとんどみられないこと

は明らかであろう．

1962年8月

271

　5．なぜこのような気圧配置の経過を示すときに，嚇

、息、発作の急変が起るのであろうか．ここではその一っの・

機構にっいて考えてみよう．ここに例示したような移動

性高気圧が西方から東日本に接近する時は地上付近では

風が弱いために気温の逆転が生じやすい．正務の調査に

よると（3），気温の逆転は高気圧型の場合が段然多く，全

体の93％に達し，残りは前線型の場合であり，93％の高、

気圧型のうち46％は移動性高気圧による場合である．

　気温の逆転のある気象情況は喘息発作のアレルゲンど

なる塵埃，真菌，花粉，胞子等の停滞，増加にとっては二

好都合な条件である．移動性高気圧が東方洋上に去るこ一

とは，この条件がくずれ，次第に風が強くなって低気圧1

または前線が接近することを意味する．したがってアレ

ルゲンとなる物質も1ヵ所に停滞することなく，吹きば

らわれてしまうであろう．

　このような機構は，われわれが先に横浜喘息の説明の一

ときに老えたこと（4）と全く同じである．現地の気象のデ

’一タがないので，さらにくわしい気象条件の吟味がでぎ

ないのは残念であるが，試みにW型の経過を示す場合み

二三の例にっいて，東京タワーの風の変化を調べてみる

と，移動性高気圧が接近してくる場合は風が弱く，これ・

が東方洋上に去ると風が強くなっている揚合が多いので

あって，これはわれわれの考えた仮説を裏づける一っの1

証拠とみられよう．

　喘息発作の日変化にっいては，外界の条件から説明し

たものはあまりなく，人体自身の変化にそめ説明を求め

たものが多いのであるが，これも気温の逆転の日変化に

対応した変化として，ある程度説明できるものと考えら

れるのである．気温逆転の日変化にっいては例えば大田

のすぐれた総合報告（5）ががあるので，説明はこれにゆず

ることにするが，日出没時にみられる顕著な発作開始回

数の極大は，この頃におこる逆転の強化との関連を暗示

するものであろう．

　なお発作開始の時間にっいては，その明瞭なものにっ

いてだけ，1時間単位で，1961年X月～1962年丑月の記

録にっいてその頻度分布を求めた．その結果，6時およ

び17時の極大の他に，いささか常識に反し，10時にかな

り顕著な発作開始の極大がみられた．これはおそらく気

象条件によるものではなく，早朝に用いた薬物等の有効

時間によるものと推論されるのであるが，この点のくわ

しい吟味は別の報告にゆずることにしたい．

　6．今まで喘息発作と気象との関連にっいて調査した

ものをみると，そのほとんどが前線と結ぴっけたもので

2Z



272 喘息発作予報用天気図

ある．また経験的にも喘息の発作が天候の変化を予知す

るというようなことが言われている．極端なものになる

と前線通過の数日前から，病状の変化が前線の通過を予

’知したというようなことが言われている．

　しかし，このような経験から前線との直接の結ぴっき

を想定することは，気象学的常識に反することではない

だろうか．というのは前線または気圧の谷の移動は，平

均して大よそ経度1α度／日であるから，2日も前になると

その位置はその場所からはるかに西方にあって，とうて

・いその場所に対して前線の直接の影響を考えることはで

きない．また前線が2日も3日も，その姿をかえずに存

在することは少いのであって，機構的にも直接の結ぴつ

きはっけにくいのである．その上，われわれの調べた秋，

．冬の結果では，前線通過前に増加した発作回数は，前線

の通過などをともなった天候の変化と共に，急に減少し

てしまうのである．もし前線通過による寒冷刺戟がその

原因であるというのなら，前線の接近と共に増加するの

か当然であって，われわれの得た結果はこのような前線

との直接の結ぴっきをある意味で否定するものである．

　しかしながら，今までの調査ないし経験は，前線通過

前に移動性高気圧の通過があるというような，天候変化

の型に注目することにより，無理がなく，直接の結ぴっ

ぎとして説明が可能となる．これにっいてはすでに詳説

したのでくりかえさないが，少くも今までの前線通過の

みに直接結ぴっけた調査が再吟味を要することは明らか

であろう．

　なお気象要素との関連にっいては，例えばScholnicOv

．がブエノスアイレスの資料について行なったもののよう

一に，気温との関連を注目したものもあるが（6），これは寒

冷刺戟としてだけでなく，低温一気温逆転一風の弱い高

気圧型の天気，というように関連づければ，これはアレ

ルゲン増加の気象条件を注目するわれわれの考え方とも

矛盾しないであろう．壁

　最後に注意しておきたいことは，以上の結果は秋，冬

期についての考察であるということである，春，夏期に

はここに考察したとは別の型があることは（1）の報告か

らも明らかであって，これについては別の機構が考えら

れねばならぬであろう．引きっづき貴重なデータの蒐集

が行なわれているので，春夏にっいては改めて報告する

ことにしたい．

　この報告を書くにっいて，色々と討論していただいた

川上武，清水保の両氏，およぴ材料の蒐集にっいて多大

の労力をっいやされた浅野知行，笠井和の両氏に，最後

に厚くお礼を申上げたい．
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気　象　界　消　息

1．　柳井氏アメリカに留学

気象研究所台風研究部の柳井迫雄研究官は， 7月15日

、から1年間，ハリケーンの研究のため，アメリカ合象国

のコロラド大学に留学される．

　2　福岡氏ヴェネズエラに留学

　気象研究所海洋研究部の福岡二郎主任研究官は，7月

二16日から1年間，海洋学の研究のため，南米のヴェネズ

．エラに留学される．

　3．　杉浦氏オーストラリアに出張

　気象研究所地球化学研究部第二研究室長杉浦吉雄氏は

「第2回インド洋海洋観測の化学分析法基準化作業に関

する会議」に出席するため，7月22日から8月12日まで
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オーストラリアに出張される．

　4．　第7号台風紀伊半島に上陸

　第7号台風（Louise）は7月21日マー一カス島（南鳥島）

の南東約250kmで台風となり，北上，マ’一カスの北東方

で進路を西に変え，24日父島の北方約100kmを通り，

この頃から，西北西に向ぎを変え，27日紀伊水道の南方

で転向，27日午後3時頃，紀伊半島の白浜と潮岬の中程

に上陸した．その後名古屋の北を通り，中部山岳地域に

入り急激に衰え，温帯低気圧となって太平洋岸に抜け

た．転向点における中心気圧は，970m／s，26m／sの暴風

半径は約100km，最大風速は40s／mであった．四国，近．

畿地方に大両を降らせ各地に多大の被害があった．

、天気”9．8．


